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　４　学校推薦型選抜（実績評価型−特定資格分野、海外経験分野）要項

学　部 学　科
募集人員

出願期間 試　験　日
特定資格分野 海外経験分野

経済学部 経済学科

15名 ２名

2025年
11月１日（土）～11月８日（土）

締切日消印有効

※�インターネット出願サイトでの登録・入金
は2025年10月24日（金）から受付開始。

2025年　　　
11月19日（水）

経営学部
経営学科

スポーツ経営学科

メディア
ビジネス学部

ビジネス情報学科

メディアビジネス学科

集　合 説　明 試験科目 時　間　割 合格発表日 入学金、授業料等
納入締切日

9：30 9：40

小論文 10：00～11：00

2025年　　　
12月４日（木）
　　午後５時

入学金納入締切日
　2025年
　12月19日（金）

授業料等納入締切日
　2026年
　１月31日（土）

面　接 11：30～

 特定資格分野

　次の各号のすべてに該当する者。
１．�2026年３月高等学校もしくは中等教育学校を卒業見込みの者、又は2025年３月高等学校もしくは中等教育学校を卒

業した者。
２．�本学を専願し、学校長が責任をもって推薦する者。
３．�調査書の学習成績の状況が 3．0以上の者（2026年３月高等学校もしくは中等教育学校を卒業見込みの者は、2025

年度１学期又は前期までの成績）。
４．�合格の上は必ず入学し、かつ積極的に勉学に取り組む気概のある者。
５．�次のいずれか一つの基準に該当する者。
　（１）�情報処理推進機構主催のＩＴパスポート試験に合格した者。
　（２）�全国工業高等学校長協会主催の情報技術検定試験１級（ハードウェアの知識、プログラミングの基礎知識の両種

目）に合格した者。
　（３）�全国工業高等学校長協会主催の計算技術検定試験１級（方程式とその応用、ベクトルと面積・体積、統計処理の３

種目すべて）に合格した者。
　（４）�全国商業高等学校協会主催の情報処理検定試験第１級（ビジネス情報又はプログラミング）に合格した者。
　（５）�マイクロソフト主催のマイクロソフト認定マイクロソフトオフィススペシャリスト 上級レベル（エキスパート）

（Word又はExcel）に合格した者。
　（６）�日本商工会議所主催の日商ＰＣ検定２級（文書作成、データ活用、プレゼン資料作成のいずれか）以上に合格した

者。
　（７）�NTTコミュニケーションズ主催のインターネット検定ドットコムマスター アドバンス シングルスター以上に合格

した者。
　（８）�全国商業高等学校協会主催の簿記実務検定試験第１級（会計、原価計算の両科目）に合格した者。
　（９）�全国商業高等学校協会主催の商業経済検定試験第１級※1に合格した者。
　（10）�全国商業高等学校協会主催の英語検定試験第１級に合格した者。

　１．出　願　資　格
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　（11）�全国商業高等学校協会主催のビジネス文書実務検定試験第１級（ビジネス文書部門、速度部門の両部門）に合格し
た者。

　（12）�全国経理教育協会主催の簿記能力検定試験１級（商業簿記・財務会計、原価計算・管理会計の両科目）以上に合格
した者。

　（13）�日本英語検定協会主催の実用英語技能検定※2準２級以上、又はこれと同等以上の検定試験に合格した者。
　（14）�ベネッセコーポレーション主催のGTEC※3のオフィシャルスコア810以上の者。
　（15）日本漢字能力検定協会主催の日本漢字能力検定２級以上に合格した者（CBT方式も含む）。
　（16）日本語検定委員会主催の日本語検定準２級以上に認定された者。

※1 マーケティング、商品開発と流通、ビジネス法規、ビジネス・マネジメントのうち２科目以上取得。
※2 対象となる実用英語技能検定試験の方法は、英検（従来型）、英検S-CBT、英検S-Interviewとなります。
※3 対象となるGTECの方式は、CBT、検定版となります。

 海外経験分野

　次の各号のすべてに該当する者。
１．�2026年３月高等学校もしくは中等教育学校を卒業見込みの者、又は2025年３月高等学校もしくは中等教育学校を卒

業した者。
２．本学を専願し、学校長が責任をもって推薦する者。
３．�調査書の学習成績の状況が 3．0以上の者（2026年３月高等学校もしくは中等教育学校を卒業見込みの者は、2025

年度１学期又は前期までの成績）。
４．�合格の上は必ず入学し、かつ積極的に勉学に取り組む気概のある者。
５．�外国にある中学・高等学校で、継続して１年以上教育を受け、帰国後日本の高等学校もしくは中等教育学校に入学又

は編入学した者。

書類審査（推薦書・調査書・推薦該当証明資料・志望調書）、小論文、面接の総合評価。

（１）�本学のオフィシャルサイトからインターネット出願サイトにアクセスし、４・５ページの「インターネット出願の流
れ」にしたがって出願手続を行ってください。なお、インターネットの環境がない方は入試広報センター（082-
871-1313）までお問い合わせください。

（２）出願手続完了後（検定料支払後）の受験学科の変更は認めません。十分考慮して出願してください。
（３）一度受け付けた出願書類及び検定料は返却しません。十分考慮して出願してください。
（４）�出願締切後、事務手続が済み次第、デジタル受験票発行通知メールを送信しますので、出願用ポータルサイトから内

容を確認してください。試験日の３日前までにデジタル受験票が発行されていない場合は、入試広報センター（082-
871-1313）まで連絡してください。

（５）�デジタル受験票は、印刷して試験当日に持参してください。記載内容に相違がある場合は早急に入試広報センター
（082-871-1313）まで連絡してください。

　インタ－ネットによる出願登録と検定料支払後に、志願票と一緒に印刷される書類郵送用の宛名シートを、角２封筒
（角形２号）にそのまま貼り、以下に記載されている書類を入れて、出願期間内（締切日消印有効）に必ず「簡易書留・
速達」で郵送してください。なお、出願書類の提出はすべて郵送によるものとし、本学の窓口では受け付けません。

（１）志願票（インターネット出願と検定料の支払後、出願システムから印刷）
（２）調査書……
　　出身学校長の責任で作成し、厳封したものを提出してください。
（３）学校推薦型選抜（実績評価型）用推薦書……
　　出身学校長の責任で作成し、厳封したものを提出してください。

　２．選　考　方　法

　３．出 願 手 続

　４．出　願　書　類

文部科学省指定の様式

51、52ページの用紙を使用
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（４）推薦該当証明資料……
　　出願資格に該当することを証明する資料のコピーを貼付してください。
（５）学校推薦型選抜（実績評価型）用志望調書……
※�（３）〜（５）の書類は、本学オフィシャルサイト（入試情報→入試の種類と要項）からダウンロードすることもできま
す。A４普通紙に印刷して使用してください。

30,000円
※支払い方法は４・５ページの「インターネット出願の流れ」を参照。

※支払い方法は出願用ポータルサイトの「学校一覧」の「はじめに」のメニューを参照してください。

（１）試験場（45ページ参照）

試験会場 試　験　場 所　在　地 TEL

広　島 広島経済大学 広島市安佐南区祇園5-37-1 082-871-1313

（２）受験心得
　　①試験当日は午前９時30分までに試験場に集合し、午前９時40分までに各自指定された席に着席してください。
　　②デジタル受験票は印刷をして必ず持参してください（忘れた場合は、試験当日入試本部へ申し出てください）。
　　③試験開始後20分を経過すると入室できません。遅刻しないよう注意してください。
　　④H、F、HBの鉛筆又はシャープペンシル（0.5mm）、プラスチック製の消しゴムを必ず持参してください。
　　⑤試験当日は、試験場付近の交通渋滞が予想されます。ＪＲ・バスなどの公共交通機関を利用してください。
　　　なお、ＪＲ下祇園駅西口近くのスクールバス乗り場から、本学のスクールバス（無料）を運行しています。
　　　※運行時刻は、本学オフィシャルサイトで確認してください。
　　⑥�自転車の方は、本学駐輪場を利用してください。JR下祇園駅やイオンモール広島祇園の駐輪場には絶対に停めな

いでください。
　　⑦�その他受験上の注意事項について、デジタル受験票や本学オフィシャルサイトでお知らせします。必ず確認してく

ださい。

（１）合格発表日に、合格者あてに合格通知書、学校長あてに合否結果を発送します。
（２）出願用ポータルサイトでも合否結果を確認できます。

　合格者には合格通知書とともに「入学手続要項」を送付します。概要は次のとおりです。
（１）�合格者は、入学金、授業料等の学費・諸納付金をそれぞれの納入締切日までに納入し、その他の諸手続については、

「入学手続要項」にしたがい完了してください。
（２）�入学金、授業料等の学費・諸納付金は、合格通知書等一式に同封の振込用紙により、最寄りの金融機関から振り込ん

でください（本学の窓口や郵送による納付は受け付けません）。
（３）�入学金、授業料等の学費・諸納付金の納付及びその他の諸手続が期限までに行われなかった場合は、入学資格を取り

消します。
（４）�合格通知書等一式（入学手続要項含む）は、簡易書留で発送します。ご不在の場合は、不在票が投函されますので各

自で再配達の手続きを行ってください。

49ページの用紙を使用

53、54ページの用紙を使用

　５．検　定　料

　６．試　　験

　７．合　格　発　表

　８．入　学　手　続
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氏　　名

（フリガナ） （ ）

推薦該当証明資料貼付用紙

《作成要領》
●出願資格に該当する証明資料をこの用紙に貼付してくだ
さい。
●貼付用紙が１枚で足りない場合は、本用紙をコピーして
ください。
●貼付用紙に収まらない場合は、縮小コピーもしくはきれ
いに折り畳んでください。

〈特定資格分野〉
●推薦書に記入した資格の証明資料（合格通知等）を貼付
してください。（コピー可）

〈海外経験分野〉
●外国における中学・高等学校で継続して１年以上教育を
受けた証明書資料を貼付してください。

●推薦書に記入した資格の証明資料（合格通知等）を貼付
してください。（コピー可）

学校推薦型選抜（実績評価型－特定資格分野、海外経験分野）

学校推薦型選抜（資格スカラシップ）
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　次の者は、貴学　学校推薦型選抜（実績評価型－ ［　特定資格 　 海外経験　］分野 ）の出願条件を満たし、

合格した場合は入学することを確約できる者と認め、責任を持って推薦いたします。

（特定資格分野、海外経験分野）

（該当する分野に〇印をつけてください。）

海外経験分野

特定資格分野 ※16、17ページの出願資格にある資格番号と取得資格名を１つ欄内に記入してください。

取　　得　　資　　格資格番号

（　　　　　）

推　　薦　　内　　容

　　年　　月～

　　年　　月

期　　間

生徒氏名

フリガナ

（裏面もご記入ください）

学　校　名

校　長　名   　印

推　　薦　　書

2025  年　　　月　　　日学校推薦型選抜（実績評価型）用

広 島 経 済 大 学　学 長　殿
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学校推薦型選抜（実績評価型）用

志　望　調　書

〈裏面へつづく〉

この調書は、学校推薦型選抜（実績評価型）の面接時の資料とします。
本学への志望動機・理由、入学後の抱負、高校時代に得たもの、本学卒業後の目標・進路などを1000字以
内にまとめて志願者本人が記入してください。（※文章は横書きにしてください。）

（フリガナ）

氏　名
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

5

5

10

15

20

10 15 20

2025  年　　　月　　　日

（特定資格分野、海外経験分野）

※該当する欄にチェックを記入してください。
※該当する活動等がない場合は、「ふつう」にチェックを記入してください。
※評価内容の根拠は調査書で確認します。

　当該志願者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の「学力の3要素」における「思考力・判断力・表現力」、

「主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度」について、以下のとおり評価します。

生徒氏名

1．高校の学習活動に積極的に取り組んできた

2．部活動等に熱心に取り組んできた

3．ボランティア活動等に主体的に取り組んできた

4．生徒会活動、学校行事等に主体的に取り組んできた

5．高校3年間で取得した資格や獲得した賞がある

6．積極的に他者と交わりリーダーシップを発揮した

7．その他、学校独自の評価項目（任意）
（ ）

試験上で特に配慮を要する事項

大変優れている

［配慮内容］

優れている ふつう

特になし

記載責任者名 　印

（特定資格分野、海外経験分野）

人　　物　　像

学校推薦型選抜（実績評価型）用
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学校推薦型選抜（実績評価型）用

志　望　調　書

〈裏面へつづく〉

この調書は、学校推薦型選抜（実績評価型）の面接時の資料とします。
本学への志望動機・理由、入学後の抱負、高校時代に得たもの、本学卒業後の目標・進路などを1000字以
内にまとめて志願者本人が記入してください。（※文章は横書きにしてください。）

（フリガナ）

氏　名
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

5

5

10

15

20

10 15 20

2025  年　　　月　　　日

（特定資格分野、海外経験分野）

※該当する欄にチェックを記入してください。
※該当する活動等がない場合は、「ふつう」にチェックを記入してください。
※評価内容の根拠は調査書で確認します。

　当該志願者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の「学力の3要素」における「思考力・判断力・表現力」、

「主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度」について、以下のとおり評価します。

生徒氏名

1．高校の学習活動に積極的に取り組んできた

2．部活動等に熱心に取り組んできた

3．ボランティア活動等に主体的に取り組んできた

4．生徒会活動、学校行事等に主体的に取り組んできた

5．高校3年間で取得した資格や獲得した賞がある

6．積極的に他者と交わりリーダーシップを発揮した

7．その他、学校独自の評価項目（任意）
（ ）

試験上で特に配慮を要する事項

大変優れている

［配慮内容］

優れている ふつう

特になし

記載責任者名 　印

（特定資格分野、海外経験分野）

人　　物　　像

学校推薦型選抜（実績評価型）用
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奨学生A

生徒氏名

フリガナ

（あてはまる資格に○印をつけてください）

（1）情報処理推進機構主催の応用情報技術者試験に合格した者。

（2）日本商工会議所主催の簿記検定試験１級に合格した者。

（4）日本語検定委員会主催の日本語検定準１級以上に認定された者。

（3）日本英語検定協会主催の実用英語技能検定※1準１級以上に合格した者、又は国際ビジネスコミュニケーション協会
　　　主催のTOEICオフィシャルスコアLR&SW1095以上かつLR785以上、SW310以上を取得した者。

奨学生B
（あてはまる資格に○印をつけてください）

（1）情報処理推進機構主催の基本情報技術者試験※2に合格した者。

（2）日本商工会議所主催の簿記検定試験※2２級に合格した者。

（4）日本語検定委員会主催の日本語検定２級に認定された者。

※1 英検（従来型）、英検S-CBT、英検S-Interviewが対象となります。
※2 CBT方式、ネット試験も対象となります。
           　（裏面もご記入ください）

（3）日本英語検定協会主催の実用英語技能検定※1２級に合格した者、又は国際ビジネスコミュニケーション協会
　　　主催のTOEICオフィシャルスコアLR&SW790以上かつLR550以上、SW240以上を取得した者。

　次の者は、貴学　学校推薦型選抜（資格スカラシップ）の出願条件を満たし、合格した場合は入学すること

を確約できる者と認め、責任を持って推薦いたします。

学　校　名

校　長　名　   　印

推　　薦　　書

広 島 経 済 大 学　学 長　殿

学校推薦型選抜（資格スカラシップ）用 年　　　月　　　日

〈表面から〉 5
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